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各
種
委
員
会

総務・文教委員会
　下記の課が所管する事務事業の調査や財政の健全化に向けた調査、学校の

環境整備等の調査を行います。また、請願・陳情の審査を行います。

名　称 定　数 任　期 所  管  等（内容）

総務・文教委員会 ７名 ２年

総務課、企画調整課、宇宙のまちづ
くり推進課、デジタル推進課、税務課、
住民課、会計課、教育委員会、選挙
管理委員会及び監査委員の所管に属
する事項並びに他の委員会の所管に
属しない事項

委　員　長　前原 和幸　　副委員長　富永 洋一

委　　員　松元 健作・宮後 竜一・恒吉 智彦・柳　 一夫・有留 智哉

新しい委員会構成等をお知らせします。

（左から）松元・宮後・富永・前原・柳・恒吉・有留



3

各
種
委
員
会 産業・福祉委員会

　下記の課が所管する事務に関する調査や請願・陳情の審査を行います。

名　称 定　数 任　期 所  管  等（内容）

産業・福祉委員会 ７名 ２年

健康増進課、福祉課、農業振興課、
林務水産商工課、畜産課、建設課、
農業委員会、町立病院及び水道課の
所管に属する事項

委　員　長　𠮷原 　光　　副委員長　田中 義家

委　　員　前田 美春・中原 　稔・木村 實馬・益山 二郎・田布尾 重治

（左から）益山・中原・田布尾・𠮷原・田中・木村・前田
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各
種
委
員
会議会広報委員会

議会運営委員会

　議会の機関紙として、町政・議会活動等をわかりやすく町民にお知らせ
するため「議会だより」を年４回発行します。

委　員　長　松元 健作　　副委員長　恒吉 智彦
委　　員　前原 和幸・宮後 竜一・𠮷原 　光・富永 洋一・柳　 一夫

　議会を円滑に、しかも効率的に運営するための委員会であり、議会運営の
責任者である議長の諮問機関です。
　・議会の運営に関する事項
　・議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
　・議長の諮問に関する事項
に関する調査を行い、議案・請願等を審査します。

委　員　長　宮後 竜一　　副委員長　柳　 一夫
委　　員　前原 和幸・松元 健作・𠮷原 　光・田中 義家・富永 洋一

（左から）前原・宮後・𠮷原・松元・恒吉・柳・富永
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第
１
回 

臨
時
会　
第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

肝付町議会臨時会（４月24日）

374万円を追加し105億5,025万円

1億5,676万円を追加し107億5,386万円

能登半島地震に係る派遣職員旅費の増額

定額減税
補足給付金

物価高騰低所得世帯�
支援給付金

スクールバス運行業務委託料

127万円

1億1,605万円 3,375万円

168万円

第1回

肝付町議会定例会（６月21日）第２回

令和６年度 肝付町一般会計補正予算

令和６年度 肝付町一般会計補正予算

第１号

第３号

主なもの

主なもの

議　案

4,685万円を追加し105億9,710万円
コロナワクチン
接種委託料

「稼ぐ力」を向上する
スマート農業導入
促進事業補助金

（�農業支援サービス事業緊
急拡大支援対策）

設計監理業務
委託料

（�コスモピア内之浦の解体
工事における、設計監理
業務委託料）

4,420万円 1,496万円 924万円

肝付町議会定例会（６月７日）第２回
令和６年度 肝付町一般会計補正予算 第２号

主なもの

議　案

議　案
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第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

●  質問の趣旨： 耐用年数があと 22 年も残っている施設をなぜ壊そうとするのか。なぜ、
事業者が希望するからという理由で解体撤去しようとするのか。しかも、
その事業者が必ずしも運営をすると確定していないと言うのに。長年かけ
てきた問題を、地域住民にしっかりと説明して進めるべきでは
ないか。

●  緊急質問を行うことに同意するかの表決：（賛成 12・反対 1）

前

原

松

元

宮

後

𠮷

原

田

中

前

田

中

原

富

永

恒

吉

木

村

益

山

田
布
尾

柳

◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 〇 ◯ 〇 ◯ ◯ ◯

・反対（𠮷原議員）�「どんな施設ができるのかも何も決まっていないのに、なぜ解体しよう
とするのか。低予算で有効利用を図るべきだ。」

・賛成（柳　議員）� 「訴訟に係る弁護士費用は認めて進めるべきだ。コスモピア内之浦は、
多くの住民が求めている。早く進めていくべきだ。」

・反対（中原議員）� 「議員が責任を持って議決した事項に不服を感じて訴訟されていますので、
訴訟に関わる費用の負担は町民の血税ではなく、議決した議員が責任
を持って、私は負担すべきだと思います。」

・賛成（富永議員）�「議会議決に対して司法は介入できない。」
●  表決：（賛成 8・反対 5）

前

原

松

元

宮

後

𠮷

原

田

中

前

田

中

原

富

永

恒

吉

木

村

益

山

田
布
尾

柳

◯ ◯ ◯ × ◯ × × 〇 ◯ 〇 × × ◯

※議長（有留議員）�については表決権なし

※議長（有留議員）�については表決権なし

国民宿舎コスモピア内之浦について

令和６年度肝付町一般会計補正予算（第２号）

（𠮷原　光　議員）
緊急質問

討論

現在の国民宿舎コスモピア内之浦
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陳情書

意見書

　令和６年度第１回臨時会（令和６年４月 24 日）

議案等 番号 件　　　　　　　　　　名 議決月日
議決要領
その他

同意第 １号 肝付町職員懲戒審査委員会委員の任命について 4月 24日 水 同　　意

承認第 １号 肝付町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求める
ことについて 4月 24日 水 承　　認

議案第 25号 令和６年度肝付町一般会計補正予算（第１号） 4月 24日 水 原案可決

　令和６年度第２回定例会（令和６年６月７日～６月 21 日）

議案等 番号 件　　　　　　　　　　名 議決月日
議決要領
その他

報告第 １号 令和５年度肝付町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 6月 7日 金 報　　告

議案第 26号 肝付町国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部改正
について 6月 7日 金 原案可決

議案第 27号 令和６年度肝付町一般会計補正予算（第２号） 6月 7日 金 原案可決

議案第 28号 令和６年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘
定補正予算（第１号） 6月 7日 金 原案可決

陳情第 １号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引上げをはか
るための、2025年度政府予算に係る意見書採択の陳情について 6月 21日 金 採　　択

発委第 ３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引上げをはか
るための、2025年度政府予算に係る意見書について 6月 21日 金 原案可決

議案第 29号 財産の取得について（追認） 6月 21日 金 可　　決

議案第 30号 令和６年度肝付町一般会計補正予算（第３号） 6月 21日 金 原案可決

議案に対する可否状況

第
１
回 

臨
時
会　
第
２
回 

定
例
会　
議
案
に
対
す
る
可
否
状
況

「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引上げをはかるための、
2025 年度政府予算に係る意見書採択の陳情」についてを採択

「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率の引上げをはかるための、
2025 年度政府予算に係る意見書」を可決し、内閣総理大臣、文部科学大臣、
財務大臣、総務大臣宛に提出
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77 人が問う人が問う

☆YouTube『肝付町議会』第2回定例会　中日①～③でご視聴できます。

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

55 人が問う人が問う
宮
みや

後
うしろ

　竜
りゅう

一
いち

 議員

・�消防団活動について

P. 9
前
まえ

原
はら

　和
かず

幸
ゆき

 議員

・教育行政について

P.10

益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

 議員

・光通信事業について

P.13

※ �QRコードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。

𠮷
よし

原
はら

　　光
ひかる

 議員

・内之浦武道館について
・今後の学校の在り方について
・国民宿舎コスモピア内之浦について

P.12
中
なか

原
はら

　　稔
みのる

 議員

・堆肥センターについて

P.11
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一
般
質
問

問
肝
付
町
消
防
団
の
定

数
は
425
人
だ
が
、
現

在
の
団
員
数
は
286
人
で
あ
り

平
均
年
齢
は
50
．３
才
、
そ

の
う
ち
60
歳
以
上
が
72
名
で

す
。
ま
た
皆
さ
ん
仕
事
に
就

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
出
動
で
き

る
人
は
限
ら
れ
て
く
る
。
団

員
減
少
が
続
く
中
団
員
確
保

の
対
策
は
。

答
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
町
広
報
誌
へ

の
掲
載
、
団
員
募
集
看
板
の

設
置
、
各
分
団
の
直
接
勧
誘・

各
振
興
会
長
へ
の
加
入
促
進

の
協
力
依
頼
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
3.5
ト
ン
以

上
の
消
防
車
両
の
運
転
が
可

能
な
準
中
型
免
許
取
得
に
係

る
経
費
の
2/3
以
内
を
補
助
す

る
事
業
も
あ
る
。
し
か
し
高

齢
等
に
伴
い
退
団
す
る
方
が

多
い
た
め
、
団
員
数
は
減
少

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

問
消
防
団
を
引
退
し
た

方
々
の
豊
富
な
経
験

分
に
確
認
し
た
上
で
導
入
へ

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
出
動
時
に
負
傷
し
た

場
合
の
保
険
も
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
制
度
を
設
計
す
る
際

に
検
討
す
る
。

　

予
算
を
伴
う
こ
と
だ
が
、

今
の
肝
付
町
の
消
防
団
活
動

を
維
持
す
る
た
め
に
は
必
要

な
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

を
生
か
し
て
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
活
動
で
き
る
、
機
能

別
団
員
（
О
Ｂ
）
の
方
々
の

協
力
を
も
ら
う
制
度
の
導
入

を
や
る
べ
き
で
は
。

答
経
験
の
あ
る
消
防
団

О
Ｂ
の
方
々
は
即
戦

力
に
な
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
機※

能
別
団
員
制
度
は
有
効

な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
の

で
、
導
入
済
み
の
自
治
体
の

状
況
や
消
防
団
の
意
向
を
十

［町長］検討を進めていく。

宮後 竜一 議員
年々団員数が減少している。このままで
は初動の遅れにつながり、町民の生命・
財産を守ることなどできなくなる。

ОＢの協力をもらう制度の導入を

みんなの支えで成功する操法大会

※
機
能
別
団
員
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
消
防
職
員
О

Ｂ
や
消
防
団
員
О
Ｂ
を
採
用
し
、

火
災
の
消
火
活
動
や
大
規
模
災

害
時
の
後
方
支
援
な
ど
、
特
定

の
災
害
任
務
だ
け
に
従
事
さ
せ

る
制
度
で
す
。
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一
般
質
問

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
児
童
・
生
徒
一
人
に
一
台
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
文
部
科
学
省

の
取
り
組
み
。

※
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
教
育
）

と
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
科

学
技
術
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
て
教

育
を
支
援
す
る
仕
組
み
や
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。

※
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
用
い
て
責

任
あ
る
市
民
と
し
て
社
会
に
参
加

す
る
た
め
の
知
識
や
能
力
の
こ
と

※
承
継
創
造

　
先
人
か
ら
学
び
を
引
継
ぎ
、
新

し
い
価
値
を
創
り
出
す
こ
と

で
い
た
だ
き
た
い
。

問
教
育
長
就
任
の
抱
負

は
。

答
歴
史
と
伝
統
、
自
然

あ
ふ
れ
る
肝
付
町
の

教
育
行
政
を
担
う
重
責
に
、

身
を
引
き
締
め
、
経
験
を
生

か
し
、
承※

継
創
造
を
理
念
と

し
、
現
場
主
義
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

さ
ら
な
る
幸
せ
に
貢
献
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
、
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。

問
本
町
の
教
育
全
般
に

お
け
る
課
題
と
解
決

策
は
。

答
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で

示
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
考
え

方
を
学
校
、
住
民
目
線
で
具

現
化
し
、
時
代
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
の
育
成
、
持
続
的
な

地
域
づ
く
り
で
あ
り
、
学
校

教
育
の
課
題
は
、
学
び
の
基

盤
の
基
礎
的
な
知
識
・
理
解

の
定
着
、
思
考
力
・
創
造
力

な
ど
の
資
質
能
力
の
育
成
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
道
具

デジタルツールを使った授業風景

問
木
村
教
育
長
を
選
任
さ

れ
た
理
由
と
、
教
育
長

と
教
育
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

答
私
ど
も
が
求
め
て
い

た
の
は
、
教
育
面
に

お
け
る
学
校
教
育
と
社
会
教

育
の
Ｄ
Ｘ
推
進
で
す
。
文
科

省
よ
り
人
材
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
、
様
々
な
分
野
で
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
事

を
継
承
で
き
る
人
材
と
し
て
、

木
村
教
育
長
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
福
島
県
の
教
育
事
務

所
長
、
同
大
熊
町
の
教
育
長
、

経
済
産
業
省
の
産
業
構
造
審

議
会
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

小
委
員
会
委
員
と
し
て

Ｇ※

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、

あ
る
い
は
Ｅ※

ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を

生
か
す
議
論
の
中
枢
に
お
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お

け
る
デ※

ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
育
成
に
取
り
組
ん

と
し
て
使
い
こ
な
す
支
援
や

多
様
な
学
び
の
場
の
選
択
肢

の
拡
大
な
ど
を
進
め
、
立
場

や
能
力
・
年
齢
な
ど
を
限
定

し
な
い
教
育
行
政
を
進
め
、

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
、
個
別
最
適

な
教
科
の
学
習
の
充
実
を
図

り
、
総
合
的
な
学
習
を
通
し

た
探
求
の
学
び
を
両
輪
と
し
、

本
町
を
担
う
人
材
の
育
成
を
、

一
層
進
め
て
い
く
。

問
学
校
の
規
模
適
正
化
に

む
け
た
学
校
再
編
計
画

案
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
当
事
者
で
あ
る
子
ど

も
、
保
護
者
、
学
校
、

そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
か

ら
の
丁
寧
な
意
見
の
拝
聴
と

交
換
、
適
切
な
情
報
の
発
信

と
共
有
に
努
め
、
十
分
な
準

備
期
間
を
設
け
、
学
校
再
編

計
画
案
を
作
成
し
て
ま
い
り

た
い
。

［町長］教育全般においてＤＸ推進を図る。

前原 和幸 議員
本年４月に就任された木村新教育長。その選任された理由
と今後期待する事は何か？そして、新教育長に就任の抱負
と、その期待にどう応え、どう進めていく考えなのかを問う。

町の教育行政の方向性は

夢
を
描
き
実
現
で
き

る
教
育
環
境
づ
く
り
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一
般
質
問

問
高
山
・
内
之
浦
堆
肥
セ

ン
タ
ー
は
、
両
施
設
と

も
整
備
か
ら
20
年
近
く
経
過

し
て
い
る
。
機
械
器
具
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
。
機
械
の
老
朽
化
に

よ
る
故
障
の
発
生
は
な
い
か
。

答
高
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー

で
30
件
・
内
之
浦
堆

肥
セ
ン
タ
ー
で
15
件
発
生
し

て
い
る
。

問
堆
肥
の
製
造
過
程
に

重
要
な
切
り
替
え
し
作

業
に
お
い
て
重
機
が
故
障
し

修
繕
が
長
引
け
ば
悪
臭
の
原

因
に
な
る
。

　
重
機
の
計
画
的
な
更
新
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
や
り

な
が
ら
長
く
使
え
る

様
に
努
力
し
て
い
る
。
ま
た

そ
の
経
緯
等
見
な
が
ら
順
次

整
備
し
て
い
く
。

答
住
民
の
衛
生
環
境
を

考
慮
し
な
が
ら
対
応

を
協
議
し
て
い
く
。

問
現
地
を
調
査
し
た
ら
生

ゴ
ミ
裁
断
機
・
シ
ャ
ッ

タ
ー
・
天
日
乾
燥
施
設
な
ど

数
年
前
か
ら
故
障
の
た
め
、

稼
働
し
て
い
な
い
。
主
幹
課

は
把
握
し
、
修
繕
費
の
予
算

要
求
は
し
て
い
る
か
。

答
把
握
し
て
い
る
が
、
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て

い
る
。

問
近
隣
住
民
へ
の
公
害
対

策
に
万
全
を
期
す
事
を

約
束
し
て
整
備
し
た
施
設
で

あ
る
。
地
域
住
民
の
環
境
衛

生
を
維
持
す
る
た
め
に
、
今

後
ど
の
様
に
進
め
て
い
く
の

か
。答

セ
ン
タ
ー
は
長
期
的

な
運
用
と
環
境
特
性

か
ら
施
設
の
劣
化
が
進
ん
で

行
く
。
経
年
劣
化
し
た
作
業

機
械
の
更
新
は
必
要
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
衛
生
環
境
に
考

慮
し
対
応
す
る
。

問
高
温
多
湿
の
季
節
に

な
り
ハ
エ
や
蚊
が
多
発

す
る
時
期
に
な
っ
た
。
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
防
虫
・
防
臭
対

策
は
ど
の
様
に
さ
れ
て
い
る

か
。答

高
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー

は
不
定
期
で
、
内
之

浦
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
定
期
的

に
消
毒
・
防
虫
対
策
の
薬
剤

散
布
を
実
施
し
て
い
る
。

問
対
策
は
し
て
い
る
が
住

民
か
ら
の
苦
情
は
な
い

か
。答

高
山
地
区
は
、
昨
年

度
は
無
か
っ
た
。
内
之

浦
は
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
な
の

か
分
か
ら
な
い
が
、
ハ
エ
が

発
生
し
、
衛
生
害
虫
の
苦
情

が
出
て
い
る
。

問
ハ
エ
は
、
不
快
な
思
い

を
す
る
だ
け
で
な
く
、

病
原
菌
媒
介
の
原
因
に
な

る
。
今
後
の
対
策
は
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。

［町長］メンテナンスをやり長寿命化に

中原　稔 議員

内之浦堆肥センター周辺の住民がハエの多発に苦慮している。近隣
住民と公害対策に万全を期すことを約束して整備した施設である。
住民の環境衛生を維持するために約束は履行し、環境衛生を考慮
すべきである。

堆肥センターの今後について

害虫などの侵入防止のシャッター
（故障のため数年前から稼働していない）

天日乾燥施設（レール変形により使用されていない）

機
械
器
具
の

更
新
は

衛
生
管
理
に
つ
い
て



12

８
億
円
か
か
る
と
い
う
根
拠
は
。

答
他
に
概
算
で
１
億
５
千 

万
程
度
必
要
と
な
る
。

問
現
時
点
で
、
優
先
交
渉

権
者
が
必
ず
し
も
運
営

事
業
者
と
な
る
と
は
言
え
な
い

の
に
、
な
ぜ
解
体
の
設
計
料
を

組
む
の
か
。

答
優
先
交
渉
権
者
が
更
地

引
渡
し
を
希
望
し
た
。

学
校
と
岸
良
学
園
の
再
編
計

画
等
、
ど
う
な
る
の
か
。

答
現
時
点
に
お
い
て
は
、
い

ず
れ
の
学
校
に
つ
い
て
も

学
校
の
再
編
計
画
、
案
を
含
め

て
定
め
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
学
習
環
境
の
整
備
、

少
人
数
を
生
か
す
学
習
系
ア
プ

リ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔

授
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
小
規
模
校
の
利
点
を
生

か
す
取
組
み
と
し
て
、
特

認
校
や
山
村
留
学
制
度
の
充
実

を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
受
け
皿
と
な
り
う

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

答
参
考
に
な
る
取
組
等
を

今
後
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

子供たちのために早く修繕をして欲しかった
内之浦武道館

22年もまだ耐用年数があるのに「キレイ！」

問
内
之
浦
武
道
館
の
雨
漏

り
の
修
繕
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
12
月
議
会
に
て
、
未

だ
雨
漏
り
が
あ
る
た
め
再
度
修

繕
を
求
め
た
。
し
か
し
現
在
、

床
に
水
が
溜
ま
り
、
床
は
隆
起

し
て
い
る
状
態
だ
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
屋
根
の
修
繕
に
は
、
か

な
り
の
費
用
を
要
す

る
。今
後
協
議
検
討
し
て
い
く
。

問
今
後
の
学
校
の
在
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
の

中
で
、
学
校
再
編
の
基
準
と
な

る
年
が
本
年
と
な
る
、
波
野
小

問
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦
の

解
体
撤
去
の
方
針
を
出

し
た
が
、
こ
れ
は
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
ど
こ
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
。

答
耐
用
年
数
だ
け
は
で
な

く
、
建
て
替
え
る
よ
り
、

復
旧
す
る
方
が
高
額
と
な
る
場

合
は
解
体
除
去
す
る
。
ま
た
、
利

用
す
る
見
込
み
の
な
い
施
設
は
、

解
体
除
去
す
る
な
ど
、
安
全
の

確
保
を
図
る
と
い
う
内
容
だ
。

問
で
は
、
解
体
し
て
建
て

替
え
る
場
合
の
金
額
、

改
修
し
て
復
旧
す
る
場
合
の
金

額
は
い
く
ら
か
。

答
試
算
で
は
表
せ
な
い
。

問
そ
れ
で
は
根
拠
と
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
こ

の
施
設
を
利
用
す
る
見
込
み
は

な
い
と
言
え
る
の
か
。

答
改
修
に
８
億
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
断
念
し
た
。

問
最
初
の
設
計
で
出
た
数

字
は
約
４
億
、
そ
の
後

の
追
加
設
計
で
約
６
億
だ
。
贅

沢
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
。

［教育長］少人数教育の中身の充実を図っていく。

𠮷原　 光 議員
人口減少により、町が消滅する問題にどう対処するか。町を収縮して
いく考えで良いのか。歯止めとなりうる施策を打つべきではないか。
次世代に郷土愛を育み、どう繋いでいくかが重要ではないか。

小規模校をなくしていくことが
目的か

　
解
体
撤
去
費
用
は
町
が
負

担
す
る
。
改
修
に
は
何
も
出

な
い
。
こ
れ
で
広
く
公
募
を

か
け
た
と
言
え
る
の
か
。

壊
す
の
は
勿
体
な
い

コ
ス
モ
ピ
ア
内
之
浦

優
先
交
渉
権
者
（
１
グ
ル
ー
プ
）

ユ
ー
ミ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
を
代
表
企
業
と
す
る
グ
ル
ー
プ

※
構
成
す
る
他
の
企
業

・�

お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社

・
株
式
会
社
南
の
太
陽
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一
般
質
問

問
当
初
説
明
で
は
、
利
便

性
向
上
に
よ
り
町
内

外
よ
り
新
規
事
業
者
の
参
入

が
期
待
で
き
る
と
あ
っ
た
が

13
年
経
過
し
た
今
、
実
績
を

問
う
。

答
実
数
と
し
て
把
握
し

て
い
な
い
。

問
町
内
で
通
信
販
売
等

に
利
用
し
て
い
る
人

は
。答

実
数
と
し
て
つ
か
ん
で

い
な
い
。

問
町
の
産
物
は
多
種
・
多

様
に
あ
り
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
関
係
課
と
も
協
議
し

ど
ん
な
形
で
取
り
組

め
る
の
か
検
討
し
た
い
。

問
独
居
老
人
の
安
否
確

認
に
役
立
つ
と
あ
っ
た

が
。答

民
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を

使
用
し
た
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
一
部
助
成

を
運
用
し
て
い
る
。
現
在
、

６
世
帯
が
利
用
し
て
い
る
。

問
雑
木
等
が
生
い
茂
り
、

ケ
ー
ブ
ル
に
支
障
が
あ

る
の
で
は
。
保
守
管
理
は
。

答
外
部
委
託
し
て
い
て
定

期
的
に
巡
視
を
行
い
、

現
状
確
認
を
し
て
い
る
。

問
町
は
支
障
木
等
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
い
く
ら
か
は
確
認
し
て

い
る
。
台
風
通
過
後
は

巡
回
し
て
い
る
。

問
張
り
替
え
に
は
莫
大
な

予
算
が
必
要
と
な
る
。

基
金
設
立
が
必
要
で
は
。

答
現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。

問
将
来
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の

保
守
は
町
財
政
に
大
き

な
負
担
が
生
じ
る
と
考
え
る
。

民
間
移
譲
な
ど
を
検
討
し
実

行
す
る
時
期
で
は
な
い
か
と

強
く
考
え
る
が
町
当
局
の
考

え
は
。

答
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
実

施
の
地
方
公
共
団
体

は
、
維
持
管
理
に
係
る
財
政

的
な
課
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
国
の
動
向
を
見
す
え
民

間
移
譲
な
ど
の
検
討
を
進
め

る
時
期
と
考
え
る
。

問
良
い
事
業
で
あ
る
が
実

績
と
し
て
少
な
く
思

う
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
。

答
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
等
で
聞
き
取
り

を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。
広

報
誌
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問
テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
区

解
消
の
現
状
は
。

答
光
ケ
ー
ブ
ル
利
用
で

20
組
合
474
世
帯
が
解

消
し
て
い
る
。

問
こ
の
設
備
が
故
障
時

の
経
費
は
受
益
者
負

担
に
な
る
の
か
。

答
補
修
代
と
し
て
負
担

金
は
徴
収
と
な
り
ま

す
。問

国
に
働
き
か
け
負
担

金
の
軽
減
を
図
る
べ

き
。答

国
や
県
の
町
村
会
で

国
に
対
し
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
現
在
の
加
入
率
は
。

答
事
業
所
と
個
人
を
合

わ
せ
38
．２
％
で
す
。

［町長］民間移譲など検討を進める時期。

益山 二郎 議員
13 億円かけ隅々まで網羅された光ケーブルも近い将来、張
り替えが必要となる。莫大な予算が必要となり町財政に大
きな負担が生じる。今、議論しその方策を明らかにすべき。

光の実績と管理、将来について

支障木撤去作業中の様子

作業終了後、耐用年数 20 年間保持のため必要
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　 所管事務調査報告書所管事務調査報告書

 調査報告 
　本町には風光明媚な大自然をはじめ、ロケットの打上げが行われる内之浦宇
宙空間観測所や、約 900 年の歴史を持つ流鏑馬などの魅力あるものが存在する。
しかし、その観光資源を町の経済や活性化につなげているのか、現状を調査と
することとした。

 施設利用統計 

年 宇宙空間
観測所

二階堂住宅、
歴史民俗資料館、
大隅アリーナ

イベント 観光
案内所 宿泊者数 備考

Ｈ 17 32,968 48,615 80,000 23,063

Ｈ 18 31,526 49,997 68,000 24,316

Ｈ 19 30,403 54,136 46,501 21,480

Ｈ 20 21,385 47,680 29,236 17,611

Ｈ 21 24,139 57,949 34,752 13,865

Ｈ 22 30,385 89,247 27,950 13,465 はやぶさカプセル公開

Ｈ 23 24,078 80,270 36,109 14,208

Ｈ 24 25,858 54,561 40,266 1,725 17,160 肝付町観光協会設立

Ｈ 25 42,960 60,755 55,057 1,785 17,262 イプシロンロケット初号機

Ｈ 26 31,979 62,587 45,122 1,175 15,013

Ｈ 27 29,149 56,926 50,522 889 15,862 肝付町合併 10 周年

Ｈ 28 26,999 50,658 31,926 679 16,913 イプシロンロケット２号機

Ｈ 29 32,176 40,168 43,643 964 19,569 イプシロンロケット３号機

Ｈ 30 28,285 46,934 46,216 1,054 14,166 イプシロンロケット４号機

Ｈ 31/ Ｒ 1 29,921 59,323 45,284 753 11,246

Ｒ 2 14,966 41,258 0 448 3,118 ※新型コロナウイルス感染拡大

Ｒ 3 18,143 50,998 1,585 650 1,673 ※新型コロナウイルス（２年目）�
　イプシロンロケット５号機

Ｒ 4 19,078 0 4,287 638 2,378 ※新型コロナウイルス（３年目）�
　イプシロンロケット６号機

Ｒ 5 20,937 63,988 41,676 769 4,385 コロナ規制緩和

観光と経済の取り組みについて観光と経済の取り組みについて
産業・福祉委員会

※�イベント：えっがね祭り（飲食店）、ロケット祭り、高山やぶさめ祭花火大会、高山やぶさめ祭、銀河マラソン、ロケッ
ト打ち上げ等
※宿泊者数：やぶさめ館、湯の谷温泉、コテージ叶岳、二股川キャンプ場、コスモピア内之浦（Ｒ2.9より長期休館中）

（人）�
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　上記の表は、本町の観光施設の中で一番に見学者が多い内之浦宇宙空間観測
所と本町の宿泊者数の関係図である。必ずしも宿泊者が内之浦宇宙空間観測所
を見学するとは限らない。また、同様に見学者が必ずしも宿泊するとも限らな
いわけだが、平成 25 年のイプシロンロケット初号機による見学者数は突出し
ているが、両方グラフの波は、ほぼ同じ形となっていることが分かる。令和２
年から現在までの宿泊者数の激減は、新型コロナウイルス感染症拡大とコスモ
ピア内之浦の長期休館による影響と考えられる。

 委員会からの意見 
　本委員会の調査において、委員全員が共通して感じたことは観光に対する遅れ
である。
　所管課である林務水産商工課の説明では、昨年度林務水産課に商工が加わり、
現在の状況は、商工会や観光協会の担当者と協議を始めたばかりであり、今後も
意見交換をしていきたいとのことであった。
　委員からの提案として、本所にも観光案内所の設置や物産品やお土産が一か所
で購入できるような施設、特産品の開発やロケットを生かした活気ある町づくり
を推進していくべき等の意見が出された。町は現在、地域商社設立（企画調整課）
やロケットのまちづくり（宇宙のまちづくり推進課）に力を注いでいるが、特色
ある観光振興を図るために、関係各課や関係団体と綿密な連携を図ることが必要
であることは言うまでもない。
　町は昨年度末に、肝付町観光基本計画を策定した。これは今後５年間の本町の
観光に関する施策展開の考え方と、取組み方針を示した計画となっている。これ
まで以上に本町の観光資源を十分に生かし、交流人口の増加や本町の活性化が図
られるよう期待したい。

宿泊者数と内之浦宇宙空間観測所見学者数
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今
年
度
よ
り
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間
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報
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員
会
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最
後
に
な
り
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す
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、
今
年
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折
返
し
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を
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、
下
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ま
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「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」 ４月臨時会　（４月24日/４名）４月臨時会　（４月24日/４名）
傍聴者の数　延べ人数　31 名傍聴者の数　延べ人数　31 名

６月定例会６月定例会 ６月 ７日/８名　　６月13日/６名６月 ７日/８名　　６月13日/６名
６月14日/８名　　６月21日/５名６月14日/８名　　６月21日/５名（（ ））

政治倫理審査会の
辞職勧告に対し名
誉棄損として 490
万の賠償請求提訴
がなされている。議
員として保身だけ
でなく反省の姿を。

農業、漁業も元気がな
い。議会、当局もこの
地で生活していける議
論と行動を。

コスモピアの再開について、４
月 25 日の南日本新聞に消滅恐
れの市町村が公表されました。
我が町も社会減対策の必要性
の分析結果が出ています。現状
を見つめてほしい。「負の遺産」
を残すのでは。

子育て支援について、
生活支援も必要だが地
域に定住する若者の環
境づくりが必要では。
働く場所、子育てして
いける地域づくり等。

「イネムリ」してい
る議員がいる。

町職員も自分の仕
事する件について
は傍聴すべき

※ 議会中の傍聴意見を掲載しました。


